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ＴＴｏｏｐｐｉｉｃｃｓｓ  
◆市原鶴舞バスターミナルの整備について 

 ～ 圏央道ＩＣ開設に伴う地域活性化と交通拠点の整備 ～ 

（市原市 都市計画部 都市計画課） 

◆新たな交通結節点を拠点としたまちづくりについて 

（長岡京市 理事 辻 淳一） 

 

イイベベンントト紹紹介介  
 

◆ 【８月３０日開催】「平成２５年度公共交通勉強会～ 守りから攻めへ～」

（第１回）の開催について 

（兵庫県 県土整備部 県土企画局 交通政策課） 

  
ＩＩｎｎｆｆｏｏｍｍａａｔｔｉｉｏｏｎｎ  

◆総合交通メールマガジンへのご意見をお寄せ下さい！ 

◆地域の取り組み 及び イベント案内 募集！！ 

◆～受付窓口の変更がありましたらご連絡ください～

平成２５年８月２３日発行 

発行元：国土交通省 総合政策局 

総務課（総合交通体系グループ） 



 

 

  

 

総合交通メールマガジンは、交通基盤整備や地域交通に関する最新の取り組みを幅広く

紹介することを目的として、月一回を目処に発行しているメールマガジンであり、主な購

読者は都道府県、市町村等の交通施策担当者となっております。 

当メールマガジンで紹介させていただく記事については、執筆者が任意の協力のもとで

作成したものであり、成果を広く共有する観点から、二次的利用も可能な形式で掲載して

おります。 

《総合交通メールマガジンのバックナンバーはこちら↓》 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/seisakutokatsu_soukou_tk_000005.html 

  

 

 
◆市原鶴舞バスターミナルの整備について 

 ～ 圏央道ＩＣ開設に伴う地域活性化と交通拠点の整備 ～  

（市原市 都市計画部 都市計画課） 

首都圏中央連絡自動車道（圏央道）（東金ＪＣＴ～木更津東ＩＣ）の開通に合わせて、市

原鶴舞バスターミナルが供用開始しました。圏央道開通による首都圏との交通アクセスの

向上、交流人口の増加等の波及効果を受け止め、南市原及び中房総地域の玄関口としての

役割が期待されております。 

当該バスターミナルの利用者数は、供用当初の４月は８６６人でしたが、５月は２，１

７９人、６月は１，９１６人、７月は１，９４６人、８月は１，５３３人（８月２０日現

在）となっており、今後も「まちづくり構想」の一つの柱である“パークアンドバスライ

ド”の実現に寄与することが予想されます。 

さらに、市原市は市制施行５０周年記念事業として、『中房総国際芸術祭いちはらアート

×ミックス』を計画し、その拠点として活用を予定しております。周辺観光施設、近隣事

業者、中房総地域の各地方公共団体が、市原鶴舞バスターミナルを活用することで、継続

的な地域活性化の礎を築くことを目的としています。 

《記事はこちら↓》 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/1307ichiharashi.pdf 

 

◆新たな交通結節点を拠点としたまちづくりについて  

（長岡京市 理事 辻 淳一） 

京都縦貫自動車道（沓掛ＩＣ～大山崎ＪＣＴ・ＩＣ）と阪急京都線が交差する箇所に、

Ｔｏｐｉｃｓ 

総合交通メールマガジンとは 



 

 

今年１２月に新駅（西山天王山駅）が開業予定であり、長岡京ＩＣに近い交通結節点とし

ての役割が期待されています。 

長岡京市では、新駅周辺整備事業として、駅前広場や駐輪場等を含めた区域を都市再生

特別措置法に基づく都市再生整備計画として位置付け、平成２０年度から事業を開始して

おり、「公共交通の利用促進」、「高齢者の円滑な移動の確保」、「観光等による南部地域の活

性化」、「長岡天神駅周辺の交通渋滞の緩和」等の効果が期待されています。 

《記事はこちら↓》 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/1307nagaokakyoshi.pdf 

 

 

 

◆【８月３０日開催】「平成２５年度 公共交通勉強会 ～続・守りから攻め

へ～」（第１回）の開催について 

（兵庫県 県土整備部 県土企画局 交通政策課） 

兵庫県では、平成１９年度以降、公共交通に係る諸課題の解決を図るため、市町交通政

策担当者や交通事業者等を対象とした勉強会を開催しています。 

今年度は、８月３０日（金）に第１回勉強会を開催する運びとなりました。昨年度に引

き続き、“守りから攻めへ”、“担当者間の交流”をテーマとし、行政と事業者が協働した取

組を推進するためのヒントを得るとともに、自らで現状を打破しようとする攻めの取組を

知ることを目的に開催する予定です。 

《詳細はこちら↓》 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/1307hyogoken.pdf 

 

 

  

◆総合交通メールマガジンへのご意見をお寄せ下さい！ 

 総合交通メールマガジンでは、読者の皆様からのご意見・ご要望を踏まえて内容を充実させ

ていきたいと考えています。誌面の感想、取り上げて欲しいテーマなど、どのようなことでも

構いませんので、ご意見等頂けると幸いです。様式、送付先については、下記ＵＲＬをご利用

下さい。 

ＵＲＬ：http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/iken-merumaga.xls 

 引き続き、メールマガジンの受付窓口が変更になった行政機関等の方については、送信先の

変更を申請下さい。なお、変更内容については、以下までお願いします。 

Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ 

イベント等紹介 



 

 

E-mail：soukou@mlit.go.jp 

 

◆地域の取り組み 及び イベント案内 募集！！ 

当室では、情報提供頂いた取り組みをメールマガジンで紹介することにより、各地域でノウ

ハウ等の情報共有・情報交換ができればと考えており、総合的な交通施策の取り組みについて

情報提供頂ける自治体等を募集しています。自薦・他薦は問いませんので、お気軽にご連絡下

さい。更に、イベント案内について、主催者でも結構ですし、耳より情報でも結構です。勉強

会や講演会、セミナー等ご紹介頂ければ、当メールマガジンにて案内をさせて頂きます。 

（情報提供はこちらまで soukou@mlit.go.jp） 

【情報提供頂く内容】 

例えば、・ 低炭素社会の実現に向けモビリティのあり方を見直す取り組み（交通の再編等） 

・ 交通の改善により地域活性化を図る取り組み  など 

※ これまでに、推薦頂いたものも含めて７４件の取り組みを紹介させて頂きました。 

バックナンバー一覧： 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/seisakutokatsu_soukou_tk_000005.html 
 

◆受付窓口の変更がありましたらご連絡ください。 

人事異動等により、メールマガジンの受付窓口が変更になった行政機関等の方について

は、送信先の変更をご連絡願います。なお、他部署でも楽しんで頂けるよう努めて参りま

すので、引き続きのご購読も歓迎いたします。（連絡先の追加でも結構です） 

なお、変更内容については、右記連絡先までお願いします。 E-mail：soukou@mlit.go.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

国土交通省 総合政策局 総務課（総合交通体系グループ） 中川 敏正     

ＴＥＬ：０３－５２５３－８１１１（内線５３－１１３） 

ＦＡＸ：０３－５２５３－１６７５ 

E-mail：soukou@mlit.go.jp 

ＵＲＬ：http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/index.html 


